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１．背景 

現在，地方空港における土木施設の維持管理は 1

～2 名の担当者が国の指針に基づき行っており 1)，点

検時は現地で写真撮影と記録（損傷や補修の記録），

事務所に戻って整理（点検簿の作成），紙や Excel 等

で保管（データ管理）している状況である．また，

施設状況を最も把握している担当者は数年で異動と

なることが多く，維持管理にとって最も重要な点検

や補修記録の蓄積，経験値・暗黙知等が十分に継承

されていない状況である． 

 また，敷地条件が厳しい空港においては進入灯等

を設置するために橋梁を設置しているところが多い．

橋梁は 5 年に 1 度定期点検を行う必要があるが 2)，

点検時は仮設足場，高所作業車，ロープアクセス等

を使用している状況であり，点検効率の改善が課題

として存在している．  

2019 年度から（株）オリエンタルコンサルタンツ

は，和歌山県の南紀白浜空港において土木施設の維

持管理，地域活性化，地域交通円滑化等，「地域全体

の課題解決」，「地域価値の向上」に寄与すべく，運

営権者の（株）南紀白浜エアポートと業務提携を行

い，空港型地方創生の推進を支援している． 

 

２．目的 

南紀白浜空港においては上記のような地方空港で

生じているリアルな課題を解決するとともに，IoT 活

用によるアセットマネジメントの効率化，地方空港

の運営における高付加価値化を図るべく以下の 2 点

に取り組んでいる．本稿では南紀白浜空港における

実践状況について紹介したのち，今後の展望や空港

をはじめとする社会インフラにおける IoT 技術，ア

セットマネジメントの目指すべき方向性について所

感を述べることとする． 

 

【南紀白浜空港で活用中の IoT 技術】 

①巡回点検支援システム（SOCOCA） 

②ドローンを活用した進入灯橋梁の定期点検 

 

３．巡回点検支援システム（SOCOCA）  

 現在，南紀白浜空港で導入している巡回点検支援

システム（SOCOCA）は道路の維持管理効率化ツー

ルとして開発していたものを空港用としてカスタマ

イズしたものである．特徴としては点検，記録，管

理の効率化，損傷や補修箇所の見える化，記録や経

験値の継承に寄与している点があげられる．また，

損傷や補修箇所には緊急度に応じた色（赤：要補修，

緑：経過観察，黄：緊急補修済み，青：対応完了，

白：全景）のフラッグが立ち，位置情報は GPS で記

録されているため，次回点検時に該当箇所を容易に

見つけることが可能となっている．フラッグをクリ

ックすると過去の履歴（写真，損傷，補修の経過等）

も確認することが可能であり，スマートフォンがあ

ればいつどこにいても確認が出来るため，記録の有

効活用が期待される． 

 

【特徴】 

①点検時は専用アプリをダウンロードしたスマー

トフォンに所定の事項を記録（点検の効率化） 

 ②損傷や補修箇所がマップ上で見える化，キーワ

ード検索でフィルタリング（管理の効率化） 

 ③CSV 等台帳形式での出力やグラフ等の出力が可

能（記録の効率化） 

④リアルタイムで PC でも同じ画面を確認可能 

（専門家との共有・遠隔診断）
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 ⑤現場の状況，使い勝手，地域特性を踏まえて逐

次システムの改修が可能（オーダーメイド） 

 ⑥複数人が同時に使用可能なため，蓄積した情報

を組織内で容易に共有可能（記録や経験値の継

承・有効活用） 

⑦維持管理以外のデータ（バードストライク，障

害物件，周辺環境の変化等）も記録することで

空港に関する情報の一元化が可能（高い汎用性） 

 

図－1 損傷や補修箇所の位置（PC画面） 

  

図－2 損傷の写真      図－3 記録の履歴 

 

 

 

 

 

 

 

図－4 これまでの損傷発見状況 

 

４．ドローンを活用した進入灯橋梁の定期点検 

 灯器計画延長 760m のうち橋梁部約 600m（最大高

さ約 40m）の定期点検をグループ会社の（株）エイ

テックと協働でドローンを用いて実施した（制限表

面以下で道路橋定期点検要領に準拠して実施）．ドロ

ーンには球体ガードと 360°カメラを取付け，橋梁と

の接触を防ぎながら撮影を行った．撮影した動画で

は様々な角度から損傷を繰り返し確認出来，位置の

把握が容易となった．また，動画から健全度を判断

する際に近接目視と同等な診断が出来るよう教師デ

ータを作成し，品質担保を図っている．ドローンで

は確認が困難なボルト緩み等は今後塗装の更新等で

足場を設置する際に併せて確認する方針としている． 

  

写真－1 進入灯橋梁   写真－2 点検の様子 

  

写真－3 桁部の映像   写真－4 橋脚部の映像 

 

５．今後の展望 

 現状の取組み状況や課題を踏まえると今後は①

「他空港の実情や特性を踏まえてより効率的かつ実

用的なツールとして内容を向上」②「AI による損傷

部の抽出，健全度や補修方法を自動診断」があげら

れる．また，今後各分野において IoT の導入が推進

されていくと予想されるが，個別技術の深度化だけ

でなく，各施設，地域，分野間での取組みを有機的

に連関させ，各地で行われている事業を総合的にマ

ネジメント，デザインすることで社会全体の生産性

や価値の最大化を試みることが重要になると考えら

れる 3)．そのため，アセットマネジメントの対象も

インフラだけでなく，インフラを支える各種産業，

公共・民間における様々な分野の事業，地域経済，

制度，自然，歴史，文化，生業等との関係性もトー

タルにデザインすることが必要と考えられる．さら

に，IoT による自動化が進む中あえて一手間かける部

分を残し，人間の実存が感じられるアセットマネジ

メントの仕組みを構築することも重要と考えている． 
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